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Ⅰ 第51期（’13年1月期） 決算概要
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 総括

わが国経済は、円安傾向による輸出環境の改善や政府の経済対策の効果
により、下げ止まりの兆し。

顧客企業においては、輸送用機器メーカーにおけるエコカー、電気機器メー
カーにおける燃料電池等の継続的な設計需要を背景に、当社の主要な業務
である先行開発に関する予算は堅調に推移。

◆市場環境

◆技術者派遣事業

賞与水準を見直したものの、費用抑制に努めた。稼働率も高水準で推移。

◆利益面
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技術者単価

ハイパーアルトナー事業本部の高スキル技術者の高単価業務への配属

労働工数

顧客企業の継続的な設計需要

稼働人員

学卒技術者を当初の予定より前倒配属
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 業績ハイライト(前年対比)

売上高は前年増減率8.9%増、営業利益は39.5%増、
経常利益は38.5%増、当期純利益は45.4%増。営業利益率は7.2%。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 事業別 売上高

合計 4,020,254

合計 3,693,337

単位：千円

技術者派遣事業は、前年増減率10.5%増。
（■常用型は前年増減率10.6%増、■登録型は3.2%増）
■請負事業は、前年増減率12.4%減。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 業種別 売上高

単位：千円

合計 3,692,905

合計 4,020,254

全体における構成比が合計86.3%を占める
■電気機器、 ■輸送用機器、 ■精密機器において、
それぞれ、前年増減率1.7%増、36.2%増、10.8%増。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 顧客企業別 売上高(数値)

※敬称略 ※敬称略※「その他」売上除く ※「その他」売上除く
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 分野別 売上高

単位：千円

※「その他」売上除く

合計 3,692,905

合計 4,020,254

■機械設計開発、 ■電気・電子設計開発、■ソフトウェア開発は、
それぞれ、前年増減率12.8%増、8.2%増、2.8%増。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 分野別 期末技術者数

単位：人

■機械設計開発、 ■電気・電子設計開発、■ソフトウェア開発は、
それぞれ、前年増減率15.8%増、11.4%増、3.3%増。
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合計 564
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 地域別 売上高

※「その他」売上除く

単位：千円

合計 3,692,905

合計 4,020,254

■関東、■東海、■近畿において、全体における構成比は、
38.6%、 24.2%、 32.5%となり合計95.3%。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 期末技術者数

2011年度 2012年度

積極的に学卒技術者の採用を実施し、2012年4月入社者が
162名となり、前年増減率8.7%増。
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顧客企業の先行開発予算が堅調に推移したことに伴い、
前年増減値2.1pt増となり97.5%。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 技術者派遣事業 稼働率

稼働率（%）= 派遣稼動人員数 ÷ 派遣対象在籍人員数
※ 新入社員等の期中入社者は、配属までは含んでおりません。
※ HR事業本部は含んでおりません。(HR事業本部…技術者の採用・研修を目的とする。)

2011年 2012年 2013年
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ハイパーアルトナー事業本部に所属する高スキル技術者の
高単価業務への配属が進捗し、前年増減率2.1%増。
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 技術者派遣事業 技術者単価

技術者単価（1時間当たりの単価）＝技術者派遣事業売上高÷総労働工数
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2011年度 2012年度

■第51期（’13年1月期） 決算概要 技術者派遣事業 労働工数

顧客企業の先行開発予算が堅調に推移したことに伴い、
前年増減率1.0%増。
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新卒採用の求人倍率が増加傾向にあり、同業他社やメーカーとの競争が
一段と加速。

◆採用環境

■第51期（’13年1月期） 採用活動

◆第51期（’13年1月期）実績
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新採用基準の導入による過渡期のため、2013年4月入社の学卒技術者は
約60名に留まったが、中期経営計画の重要テーマである技術者の質の底
上げを実現。

ハイパーアルトナー事業本部に所属する高スキル技術者の高単価業務へ
の配属が進捗し、利益単価が2倍以上にまで回復。

この成功モデルを実現した技術者の特性を分析し、新卒採用において
採用基準の見直しを実施。
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Ⅱ 第52期（’14年1月期） 業績予想
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稼働人員アップ要因

費用アップ要因

技術者単価、稼働人員アップ要因
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自動車をはじめとする輸送用機器メーカー等において、円安傾向により
業績改善が期待され、先行開発への堅調な技術者要請が見込まれる。
一方、欧州や中国等の海外経済の下振れリスクを注視する必要。

◆市場環境の見通し

◆業績予想の前提

■第52期（’14年1月期） 市場環境の見通し、業績予想の前提
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採用基準の見直しにより、質の転換を実現した上で、
2013年4月入社の学卒技術者を約60名確保。

キャリア採用において、積極的な予算を組み目標達成に向けて取り組む。

2013月2月～新事業モデル制度への移行に伴う構造改革費用を見込む。
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■第52期（’14年1月期） 業績予想

売上高は前年増減率0.8%増、営業利益は23.8%減、
経常利益は24.4%減、当期純利益は52.9%減。営業利益率は5.5%。
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配当利回り（%） ＝ 1株当たり個別配当金(合計)÷株価(期首/始値)×100
※’12年1月期 期首/始値：246円 ／ ’13年1月期 期首/始値：355円 ／ ’14年1月期 期首/始値：743円

配当性向（%） ＝ 1株当たり個別配当金(合計)÷1株当たり当期純利益×100
純資産配当率（%） ＝ 1株当たり個別配当金(合計)÷(期首1株当たり純資産＋期末1株当たり純資産)÷2×100

Copyright(C) 2013 Artner Co. All Rights Reserved

■第52期（’14年1月期） 配当予想

’13年1月期の期末配当は記念配当5円を合わせて１株当たり25円を
予定し、中間配当10円と合わせた年間配当金は35円を予定。
’14年1月期の年間配当金は、１株当たり20円(中間配当10円、
期末配当10円)を予定。
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Ⅲ 中期経営計画(2014年1月期～2016年1月期)
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市場動向

ニーズ ニーズ

市場動向
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■中期経営計画の策定の前提
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産業構造の転換により、
これまで以上に、設計開発
プロジェクトの目的に応じて
派遣技術者を選別する傾向。

・技術者をハイエンド、ミドル、
ローエンドで選別したい。

・技術者の実力を見極めた上で、
正社員雇用したい。

・中長期的には少子化の影響も
あり、メーカー、同業他社と
優秀な技術者の獲得競争激化。

・働き方の価値観が多様化。

・ハイレベルな環境でスキル
を磨き高報酬を得たい。
・勤務先・地域を限定、または

地元にUターンしたい。
・技術者派遣で力をつけて、

いずれはメーカーに転職したい。

◆顧客企業（メーカー） ◆技術者(学生、転職希望者)
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■中期経営計画の基本方針

事業モデルを刷新し、リーマンショックからの
本格回復を期し、更なるステージアップに挑む
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利益単価の回復 技術者数の回復

より良い採用こそがすべての入り口

2013年2月より、4事業本部を設置
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■中期経営計画の目標
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中期経営計画

2008年9月
リーマン

ブラザーズ
破綻

【’08年1月期＝100】

利益単価の回復

2011年2月
組織変更
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■中期経営計画の目標
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※期末技術者数、登録社員含む

単位：人

技術者数に関して、’16年1月期には、リーマンショックでの減少前を
上回る水準である800人規模を目指す。

中期経営計画

技術者数の回復

2008年9月
リーマン

ブラザーズ
破綻

2011年2月
組織変更
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過去最高の売上高52億(’09年1月期)、営業利益率9.2%(’08年1月期)
を更新し、’16年1月期には売上高60億円、営業利益率10%を目指す。
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■中期経営計画の推進体制

顧客企業と技術者ニーズをマッチングさせ、中期経営計画を
推進するため、4事業本部を設置。

ハイパーアルトナー事業本部
成果報酬型のエキスパートによるハイエンド業務対応

エンジニア事業本部
地域限定希望者によるハイエンド～ローエンド業務対応

エンジニアエージェンシー事業本部
メーカーへの人材紹介、キャリア採用業務対応

ヒューマンリソース事業本部
学卒採用、教育業務対応
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業界の常識では「資産の切り売り」としてタブーとされてきた自社の技術者の
人材紹介を「社内制度」として導入。

社外からの登録者だけでなく、アルトナーが正社員雇用し、育成した技術者
も含めて、メーカーへ人材紹介を実施。(配属先の顧客企業も含む)
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■ 2013年2月～新設のエンジニアエージェンシー(EA)事業本部

◆中期経営計画における目標

アルトナーの新たな柱の確立。2016年1月期に売上高1億円を目指す。

◆同業他社との差別化ポイント

◆技術者派遣事業におけるEA事業本部によるプラス効果

採用・・・将来的にメーカーへの転職を希望している技術者の獲得。
営業・・・将来的に技術者派遣⇒正社員雇用を検討している新規顧客拡大。

教育・・・技術者の目的意識の向上によるスキルアップ。
ブランドイメージ・・・卒業した技術者が“アルトナー出身”であることに誇りを

持って活躍することで、アルトナーブランドの向上。
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■アルトナーのワンストップ体制

アルトナーの正社員である技術者には、定年まで勤めることも、
顧客企業や他メーカーへの転職の道も拓かれている。
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■中期経営計画の具体的施策
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全社的なIT化の推進
「技術者のキャリア形成」と「顧客企業への最適な提案」を支援

ハイエンド業務への配属の強化
高スキル技術者の育成、営業体制の強化、
「技術者派遣＋人材紹介事業」のシナジー展開

多様な働き方を支援
成果報酬制度、エリア限定制度(Uターン・地元勤務)、
メーカーへの転職を支援する人材紹介登録制度の展開

M＆Aも視野に入れた新たな技術分野の拡大
化学・バイオ系分野、衛星通信分野等

アジア新興国への人材紹介事業の展開

利
益
単
価

の
回
復

技
術
者
数

の
回
復

事
業
領
域

拡
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業
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効
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技術者の質的向上
新採用基準の確立、キャリア採用体制の強化
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Ⅳ 参考資料
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 事業別 売上高(数値)
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 業種別 売上高(数値)

※「その他」売上除く
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■業種別売上高 四半期推移

2011年度 2012年度
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単位：千円
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 分野別 売上高(数値)

※「その他」売上除く
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■分野別売上高 四半期推移

2011年度 2012年度
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単位：千円
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 分野別 期末技術者数(数値)
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■第51期（’13年1月期） 決算概要 地域別 売上高(数値)

※地域区分 ※「その他」売上除く

北海道
東北…青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、新潟県
関東…茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
北陸…富山県、石川県、福井県
東海…静岡県、愛知県、岐阜県、三重県
近畿…滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国…鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
四国…徳島県、香川県、愛媛県、高知県
九州…福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県
沖縄
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■株式情報
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※2012年5月11日 新株予約権の行使により、発行済株式数が10,980株増加
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■本資料のお取り扱い／お問い合わせ先

株式会社 アルトナー 経営戦略本部 IR・PRグループ
TEL : 045‐470‐5663 ／ E-mail : ir@artner.co.jp

-40-

・本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、
当社が発行する有価証券への投資を勧誘する目的としたものではありません。

・本資料は、正確性を期すために慎重に作成しておりますが、完全性を保障する
ものではありません。本資料中の予測や情報によって生じた障害や損害に
ついては、当社は一切責任を負いません。

・本資料に記載された意見や予測等の情報は、本資料作成時点の当社の判断
によるものであり、潜在的リスクや不確実性が含まれております。そのため、
事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績及び記載されている
将来見通しとは乖離が生じる事がありますのでご承知ください。
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